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宙庭

2F 保育室

3F 保育室

廊下

離隔距離
の確保

廊下

機械ｽﾍﾟｰｽ

緑化

室温効率の
良い床暖房

風力おもちゃ等
のエコ体験

自然換気

機械は
2F 以上
に配置

高効率空調

地域に開放しやすい
1階に配置、園庭との
一体利用が可能
外遊びでも利用する
トイレや倉庫を配置

近隣との緩衝スペース
にもなるスロープ

プールはピロティ下に
設置し熱中症を防ぐ

隣地との離隔を確保

ピロティ空間は天候に
左右されないあそび場

南に設けた
日当たりのよい畑

駐輪場

雨にぬれず
寄り付ける
ピロティ

一方通行の
ロータリー

安全な
左折合流

車道と分離した
安全な歩行エリア

一方通行の
流れに沿って
車はスムーズに進入

園庭は運動会でもテントを
設置できる十分な広さを確保

木陰のある
遊具エリア

「宙庭」と
園庭を結ぶ

十分な広さの休憩室

園庭の
活動が
見える

川への
眺望

図書コーナーを設
けたエントランス

乳児用遊具は
０～２歳室前
に配置
Low-E ガラスと
カーテンで西日遮蔽

緑化により
照り返しを緩和

可動間仕切りで
人数の変動に対応

3階からも安全に
避難できるスロープ
ガラス越しに中の
様子が見えるなど
食育を担う

川やまちを
望むテラス

施設基準より
1割増しの
広さを確保

2階「宙庭」
へつながる 可動間仕切りで

異年齢保育
も可能

室温効率の
良い床暖設置

5 歳

4 歳

3歳

一時
預りテ

ラ
ス

WC

WC

テ
ラ
ス

一体利用

遊戯室

ホール

おはよ

前方が停車しても
発進できる車路幅

こどもが安全に乗降
りできる左側停車

駐車ｽﾍﾟｰｽの広い
多機能駐車場

降乗車ライン 雨の日の大きな荷物、
ベビーカーでも安全
にアプローチ

一
方
通
行

1. 災害からまもる役割
2. 保育の幅を広げる役割
3. 大きな庇の役割
4. まちにつなぐ役割

「宙庭 (そらにわ )」の 4つの役割

こどもを「まもる」 こどもが「いきいき」

こどもと「いきいき」

「いきいき」体験できる 4つのキーワード

みらいも「いきいき」

ヨガ
クラブ 

将棋
クラブ 

バザー 

交通
安全 

消防
訓練 

区　分

新築

概算工事費 ( 税抜 )

512,500 千円

46,600 千円

86,400 千円

82,500 千円

32,000 千円

760,000 千円

建築工事費

電気設備工事費

機械設備工事費

外構工事費 ( 園庭・遊具等 )

既存解体工事費※

総工事費

馬洗川

▽浸水水位

▽水位

宙庭

ピロティ

眺望

視認

保育室

保育室

１Ｆ

歩行者ゾーン

車両ゾーン
園庭
遊戯室

地域開放ゾーン
2階へ

エントランス
馬洗川

馬洗川

見通しのよい
事務室
避難に利用
できるスロープ

エントランス
川に開かれた
「宙庭」

２Ｆ

園庭
遊戯室

ピロティ
「宙庭」

テラス

園庭、「宙庭」、川。
緩やかに視線を
つなぐ

園庭と「宙庭」は
階段でつなぐ

保育室

保育室

ピロティ、「宙庭」、テラス
をつなぐ階段

お遊戯会やマット
運動ができる

運動会だけでなく
地域の人と一緒に
イベントが開催
できる

3F

2F

1F

３～５歳児の保育室
を配置。調理室と同一
階とすることで食育が
活発に行える。

０～２歳児の保育室
を配置。こどもの受け
渡しがし易く、乳児用
の遊び場も近接。

地域開放フロア。
階段を施錠すれば、
休日でも貸出可能。

天井からハンモック
を吊り下げる等、東光
保育所オリジナルの
遊びを開発できる

調理
絵本を読んだりお絵描
きなど集中力や想像力
を育む場

調理室前にあるため、
おやつやお菓子作りなど
食育に通じる遊びが可能

様式 8　評価テーマに対する提案

利便性の良い「ピロティ」

出典 : 府中市こどもの国

出典 : 飯塚らいむ保育園

換気用建具

園庭と遊戯室を使用して地域交流「宙庭」からピロティを覗くこども

「宙庭」の砂場で土いじり

可動式間仕切りによる多様な室利用

「宙庭」で茶道の先生とお茶会「宙庭」でシャボン玉遊び

「図書コーナー」でお迎えを待つこども達

敷地北西側から園舎をみる

　21.2 ｃｍ× 13.7 ｃｍ＝ 290.44 ｃｍ ²   北入口から園舎をみる 3階テラスから宙庭と馬洗川をみる
保育室で絵本読みやお絵描き調理室前のテラスでおやつピロティで遊ぶこども達

2F ゾーニング配置兼 1F ゾーニング 3F ゾーニング

「いきいき」体験をこども達に
体験から得られる喜びは、生きる力を育みます。私たちは園舎に様々な体験フィールドを設け、こども達の「いきいき」とした姿をまちへ発信します。
保護者や保育者、まちをも笑顔にし、皆が「いきいき」する保育所を目指します。

1. 木材利用 2. 環境負荷低減 3. メンテナンス1. こども達を夢中にさせるフィールド 1. らくらく送迎スペース
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2. 豊富な保育のシチュエーション

3. まちに開かれた園舎 4. みらいへエコアクション 　概算工事費

2. 成長を促す「宙庭 ( そらにわ )」

　―みらいも「いきいき」――こどもが「いきいき」― ―こどもと「いきいき」―
SDGs の目標に基づきみらいのこども達へ引き継ぎ、永く使い続けることが
できる園舎を目指します。

・  地元県産木材を使った
フローリングや家具を
検討します。木材を活
用し、地域産業への貢
献を目指します。

・  本来、廃棄される間伐
材で有効利用したおも
ちゃを検討し、木育が
体験できる環境を整え
ます。

・ 遮熱カーテンや Low-E
ガラスで西日対策を図
ります。

・ 自然通風を行うため、
片廊下形式とし換気用
建具を採用します。

・ 「宙庭」の緑化や遮熱
性のある再生ゴムチッ
プで照り返しによる暑
さを緩和します。

・  ｷｭｰﾋﾞｸﾙや室外機は
2 階以上に配置し、
浸水対策とします。

・ 空調は高効率でメン
テナンス性の良い
パッケージエアコン
を採用します。

・長期修繕計画を作成
し定期的なメンテナ
ンスを提案します。

日々の体験を通じてこども達の感性を育む多種多様な遊び空間をつくり、こ
ども達が「いきいき」と輝く園舎を目指します。

保護者や保育者が共に「いきいき」と子育てができ、まちが子育てに参加で
きる園舎を目指します。

・ 「宙庭」では保育者の目が行き届き、こども
達ものびのびと遊ぶことができます。

・ 動物や植物を育てたり、土や緑に触れること
で自然を学ぶ場になります。

・ お茶会やハロウィン等、地域の人を招いたイ
ベントで人との関わりを広げます。

保育室と屋外の遊び場を立体的に配置し、階段を設けることで体験の
フィールドをつなぎます。

・  「宙庭」下のピロティにより雨の日
もスムーズな送迎が可能です。

・  玄関ホールの図書コーナーや１階の
遊戯室でお迎えが待てます。

・  保育室間は可動間仕切りとし、多様
な保育が実施できます。異年齢保育
も場面に応じて行えます。

・  一時預りは３階の保育室と隣接さ
せ、保育人数の変動に対応します。

・  保育室前にはテラスを設け、一体利
用により保育メニューが増える他、
避難の誘導もスムーズにできます。

・  遊戯室は大開口の建具を用いて園庭
と一体的に利用できます。バザーや
お祭り等地域の活動が行え、こども
達と一緒にまちを元気にします。

・  延長保育や休日、土曜午後保育に園
庭や遊戯室を使うことで預けやすく
見守りやすい保育を提供できます。

・ 遊戯室は独立した運用が可能
な配置とし将来、園児が減少
した場合に転用が図れます。
例：地域の集会スペース、デイ
サービス、子育て支援施設、
親子の料理教室、森のポッケ
サテライト ( おもちゃ貸出 )

※アスベスト除去工事を除く

　テーマ 2「主体的な育ちを支える施設」について 　テーマ 3「保護者の立場にたった多様な保育のニーズに対応した施設」について 　テーマ 4「持続可能な社会の実現に貢献する施設」について

Ａ

Ｂ

Ｃ

　テーマ 1「安心・安全な施設」について

1. こども達をみまもる「宙庭 ( そらにわ )」

2. こども達をまもる「配置計画」

　―こどもを「まもる」―
浸水や外部の侵入者からこども達を「まもる」安心・安全な建物で、こども
達がのびのびと成長する園舎をつくります。

・ ２階レベルに人工地盤で「宙庭」をつく
ります。外部からの侵入や園外に出る恐
れからこども達をまもります。

・  「宙庭」は川の異常を察知し易くさせ、
氾濫時の対応を迅速にします。災害時は
近隣住民の避難を受け入れます。

「宙庭（そらにわ）」の断面構成

・ 周辺道路の渋滞を避けるため、
車は北側から進入し西側へ出る
一方通行とします。

・ 人と車の動線を明確に分離しま
す。園庭の周囲にはこどもの飛
び出しを防ぐフェンスを設置し
ます。

・ 事務室は２階の北側に配置しま
す。園庭を見渡すことができ来
所者や「宙庭」、敷地の出入り
口を確認することが可能です。

・ 小さなこどもが迅速に避難でき
るスロープを設置します。また、
スロープは隣家との緩衝とし、
近隣への騒音対策を図ります。

・ フェンスや電気錠を使い、セ
キュリティを万全にします。監
視カメラは必要に応じて設置し
ます。


